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本要求水準は、本委託を実施する上で、受託者が満たすべき最低限の要件であり、その具体

的内容・手法等は、受託者の提案によるものである。 

 

１ 委託の基本的水準 

⑴ 受託者は、自らのノウハウを最大限活用して、市が所有する本件施設の運転管理及び維持

管理を主体的に行い、下水を連続的に処理するとともに、安定した処理水を提供するほか、

現行のサービス水準を維持することはもとより、その向上を図ること。 

⑵ 業務の実施に当たっては、既存施設等の特質を十分理解し、安定処理が確保できるよう十

分な業務履行体制でこれに臨むこと。 

⑶ 受託者は、下水道事業の公益性を十分理解し、地域住民等に対する適切な配慮を行うほか、

環境に対して十分配慮し、環境負荷の軽減など、環境保全及び地球環境保全に向けた取組を

推進すること。 

 

２ 運営期間を通じて市が委託する業務 

  運営期間を通じて市が委託する業務は、以下のとおりとする。なお、委託する業務の補足事

項については、契約書、仕様書、下水道維持管理指針その他関係規則によるものとする。 

⑴ 運転管理業務 

ア 運転業務 

①  南部浄化センター、植田中継ポンプ場、林内マンホールポンプ、林内第二マンホー

ルポンプ、根小屋マンホールポンプ、成沢マンホールポンプ、植田第一ポンプ場、根

小屋ポンプ場、浜川ポンプ場、江栗ポンプ場、植田第二ポンプ場、佐糠ポンプ場、原

前ポンプ場、大倉ポンプ場、関田ポンプ場（以下「浄化センター等」という。）におけ

る運転・監視操作及びその関連業務（送風量の調整、流入量調整、脱水機の運転等） 

②  浄化センター等施設の日常点検及び巡視 

イ 水質管理業務（南部浄化センター） 

①  委託業務において運転管理上要求される水質分析、ケーキ含水率などの分析・解析 

②  水処理曝気槽のＤＯ、ＭＬＳＳ等、処理機能等の管理 

ウ 調達管理業務（南部浄化センターについては、調達も含む。） 

① 光熱水（電力、水道、ガス）、燃料の調達管理 

② 薬品類、その他消耗品類の調達管理 

エ 文書管理業務 

運転、水質管理、保守点検、補修その他の業務に関するデータの記録、各報告書の作成

と報告、完成図書等の管理 

  オ 保安管理業務 

    浄化センター等への第三者の立ち入り防止等に関する施設の保安巡視 

 



 

   

 2 

⑵ 浄化センター等の保守管理業務 

ア 保守点検業務 

① 機械設備、電気・計装設備、建築付帯設備、建築物の保守点検 

② 水槽、タンク等の保守管理並びに清掃業務（建物内部の日常清掃、汚泥貯留槽、 

サービスタンク等の清掃であって、廃棄物の処理及び清掃に関する法律における 

一般及び産業廃棄物の許可を必要とする清掃を除き、水道法に基づく貯水槽の清掃を含

むものとする。） 

イ 環境整備業務 

① 植木、植栽等の剪定・散水等の樹木管理及び整芝・除草 

② 建物等諸室の清掃業務（床面清掃、ワックス掛け、窓ガラス清掃）。ただし、設備機器

の清掃は、保守管理の一環として実施すること。 

ウ 消耗品、資材の管理・調達（ポンプ場は調達を除く。） 

⑶ 修繕業務 

ア 修繕計画に基づく浄化センターの修繕業務の実施 

イ 突発的に設備等の故障、不良、破損などの機能回復に必要な修繕業務の実施 

 

３ 浄化センター等の要求水準 

３－１ 運転管理業務水準 

受託者は運営期間において、以下に示す業務の水準を確保すること。 

⑴ 基本的水準 

ア 受託者は、委託業務の履行に必要とする関係法令その他関係書類等を熟知し、その定め 

るところに従って業務を履行すること。 

イ 受託者は、設備の構造、動作特性、管理状況及び諸性能を熟知し、日常はもちろん、故 

障・事故時においても迅速かつ適切に処置できるよう準備すること。 

⑵ 水量・水質の把握 

下水の量及び質に応じた水処理を行い、その処理水が通常状態において要求水準を満足 

するよう水処理工程の水質を把握すること。 

ア 処理すべき流入下水量 

処理すべき流入下水量は、運営期間を通じて仕様書第 30条 ⑴ ウが適用される。 

    イ 流入下水の水質 

流入下水の水質は、運営期間を通じて下表が適用される。 

運営期間中における流入水の水質 
ＢＯＤ 225 (mg/L) 

ＳＳ 177 (mg/L) 

   ウ 処理水質の要求水準 

処理水質は、運営期間を通じて下表が適用される。 

なお、処理水質とは、［放流堰の越流水］の水質である。 
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法定排水基準 

ＰＨ ５．８～８．６ 

ＢＯＤ １５ (mg/L) 

ＳＳ ４０ (mg/L) 

大腸菌数 ８００ (CFU/mL) 

契約処理水質基準 

ＰＨ ６．０～８．０ 

ＢＯＤ ９ (mg/L) 

ＳＳ ９ (mg/L) 

大腸菌数 ２５ (CFU/mL) 

目標処理水質基準 

ＰＨ ６．７～７．７ 

ＢＯＤ ４ (mg/L) 

ＳＳ ４ (mg/L) 

大腸菌数 ０ (CFU/mL) 

⑶ 脱水設備の運転 

下水の処理によって生じた汚泥を濃縮・脱水処理する。処理後の脱水ケーキは、以下の水 

準を満足するように脱水すること。 

契約汚泥性状基準 含水率 ８２．０％以下 

目標汚泥性状基準 含水率 ７８．０％以下 

 ⑷ 脱臭設備の運転 

   沈砂池ポンプ棟及び汚泥処理棟に設置されている脱臭設備の運転は、以下の悪臭水準を満 

足するように運転すること。 

契約悪臭基準 

（臭気指数） 

敷地境界 １０ 

脱臭設備排出口 ２８ 

⑸ 巡視点検等 

浄化センター等の運転状況及び設備機器の異常の早期発見に努めるため、巡視点検等を実 

施する。巡視点検等は、処理状況及び設備の状況に応じて定期的に回数を定めて、又は適宜 

に実施すること。 

巡視点検等に当たっては、機器の状態に注意し、特に異音、振動、臭気、過熱の有無、計 

器の指示値等に注意すること。 

⑹ 管理・調達 

ア 光熱水(電力・ガス・水道)、燃料の調達管理 

浄化センターの運転管理を良好に行うために、安定した調達を受託者の負担で実施する 

こと。 

  イ 薬品類の管理調達 

浄化センターの運転管理を良好に行うために必要となる薬品の調達については、受託者 

の負担で実施すること。 
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ウ その他消耗品等の管理・調達 

浄化センターの運転管理を良好に行うために必要な、その他全ての消耗品等の管理・調 

達は、受託者の負担で実施すること。 

⑺ 文書管理業務 

ア 下水処理施設の運転管理、維持管理等を良好に行う上で必要となる図書その他の文書を 

毀損・滅失がないよう適切に保管すること。また、委託者の指示に従い、必要な修正、追 

録、廃棄を行うこと。 

イ 運転、水質管理、保守点検、補修その他の業務に関するデータ等を記録し保管すること。 

また、委託者に提示、又は提出する各報告書の作成と報告を行うこと。 

ウ 本委託の運営に係るデータは、これを記録すること。データの項目、記録の方法等につ 

いては、委託開始に先立つ計画書の中に明示し、双方協議の上決定するものとする。 

 

３－２ 保守管理業務の要求水準 

⑴ 保守管理の水準 

委託期間終了時、委託範囲におけるすべての施設が通常の施設運営を行うことができる

機能を有し（市が実施中、若しくは改築更新、改良計画中の施設を除く）、著しい損傷がな

い状態で委託者に引渡しが行えるよう関係法令等を遵守し、適切な保守管理を行うこと。 

⑵ 保守点検 

ア 建築設備保守点検 

水処理、汚泥処理及びし尿処理の建築設備について、その機能を良好に保つよう保守 

点検を行うこと。 

   イ 機械、電気、計装設備保守点検 

機械、電気、計装設備は何らかの故障や事故が発生するとプラント全体を停止させる 

ような事態が生じることもあるため、設備の構造や特性はもとより、浄化センター等の 

システム全体を熟知し、保守点検を行うこと。 

ウ 消耗品、備品類の調達管理 

浄化センター等の保守管理を行うために、必要となる消耗品類の調達については、受

託者において実施すること。 

⑶ 環境整備業務 

ア 水槽等の保守点検及び清掃等 

水処理及び汚泥処理に設置されている水槽、タンク等は、その機能に支障がないよう

に定期的に点検し、必要に応じて清掃を実施すること。 

イ 環境衛生 

本委託の実施に当たっては、地域住民の生活環境に十分配慮し、適正な環境衛生管理

を行うこと。また、委託に使用する建物内は、日常的な清掃を励行し、清潔に保持する

こと。 


